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＜病棟連絡事項＞
・6/10（火）小柳Dr.→馬渡Dr.
・6/12（木）小栁Dr.→田名部Dr.
・6/13（金）馬渡Dr.→田名部Dr.それぞれ当直医変更となります。
・柞木田Dr.23日不在の為27日診察予定となります。
・来週より江口Dr.研修医がいらっしゃる予定です。
＜ベッドコントロール＞

・貝守　貴志様～本日自宅退院となっています。
・七戸　康徳様～東病棟より転入となっています。
・田中　倖太様～明日東病棟より転入予定です。
＜患者様連絡事項＞

・斎藤　恵理子様～認定調査実施しています。
・沢田　秋子様～介護認定調査実施しています。
・風張　久美子様～頭部CT実施しています。

・鹿原　一様～ケア会議6/17（火）14：00～　２階会議室で調整しています。
・畑山　幸子様～初外来6/28（土）11：00で予約しています。主治医より退院許可出た事ご家族には連絡済みです。
・貝守　貴志様～退院時、忘れ物ある為後日返却予定です。
・中村　征美様～御家族→施設退院希望、患者様→自宅退院希望、訪問看護は否定的な発言ないですがデイケアや就労は否定的でご家族とも意見に相違が見られています。

・深澤Dr.より臨時薬処方頂いています。
・八森　啓子様～妹様より退院日6/18（水）11：45で希望ありました。当日は昼食を当院で食べ、一旦自宅へ戻った後にGHへ向かう形を希望あり早出し依頼しています。初外来は7/11（金）でミライフル　澤田氏より希望あった為調整していきます。
＜要注目患者様ケース検討＞
・越後　京子様～物盗られ妄想や被害妄想様の発言が聞かれています。入院前にも同様の訴えあり、前回の診察で薬剤減量となっている為本日の診察で情報提供しています。引き続き精神症状観察をしていきましょう。
・藤井　理代様～昨夜、妄想言動が著明に見られ表情硬さもありました。本日はそのような言動なく過ごされています。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・木口　終太郎様～昨夜、頻回な来詰や多弁さあり詰所カウンターに張り付く姿も見られています。本日も面会や母様に関する訴え聞かれている為、必要時時間を決めての対応を取るようしていきましょう。
・鈴木　達也様～昨日、夕食後薬来詰ないためスタッフ訪室すると部屋の電気をつけず希死的言動聞かれていました。理由としては、母様からギャンブル依存症について言われた事がショックだったと深夜帯で頓服使用しほぼ不眠で経過されています。本日も服薬来詰なし、作業療法には参加されていますが表情冴えなさ見られています。行動化や自室での様子確認し注意していきましょう。
・山本　久美子様～自室が暑い事で「私の部屋だけ暖房ついてない？」と妄想言動様の発言が声高に聞かれています。独語もあるため引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。
・磯島　武弘様～6/7（土）より体重測定開始後、毎日2㎏前後体重変動見られています。日中、夜間共にペットボトル数本分水を入れ自室に運ぶ姿あるため水中毒症状や採血検査に注意していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・八森　啓子様～6/6日外泊時　被害妄想的言動が聞かれていたと御家族様より情報があった事、病棟では一時落ち着かず不穏時服用した経緯があったが他落ち着いている事、昨日ケア会議で仮ではあるが予定が決まった事を情報提供行っている。診察時は、退院するにあたり心配な事はあるが頑張るしかないですと話されている。初外来日は、7/4(金)か7/11(金)でとの事。PSWへ情報提供行っている。
処方変更なし。

・鈴木　達也様～昼食薬服用せずゲームを優先したり、検温でスタッフ声掛けも後にしてとの発言があったりした事、昨日夜間より、母様よりギャンブル依存症について言われたのがショックで希死的発言や自殺をほのめかす言動がきかれ頓用を服用した経緯があった事を情報提供行っている。診察時は、「ギャンブル依存が治っていないから退院出来ない。」と言われた。盛岡の病院でギャンブル依存症を専門に治療を行っている所に転院すれば母から認められるのではないか。だから他の病院にいきたいと思ったと話されている。主治医からは、現在スマホで課金しないと使用制限を行い治療になっている事の説明を母様に行っていく必要があるとも思われるとの事で、今後（7月入ったくらいにでも）面談の予定を組んでいく方向となる。変更なく継続処方となる。

・畑山　幸子様～外出時、入院生活に伴う体力の低下はあるものの感情的になる事も無く落ち着かれていたと情報があった事、他院日は6/11　10：00で希望があり、サービス利用なく御家族様でサポートが可能である事、病棟では心気的な訴え無く落ち着いている事を情報提供行っている。診察時は退院に関し少し不安はある様子だが、他訴え無く落ち着いて返答されている。退院指示　退院時処方いただき、初外来日は6/28(土)11：00となる。処方変更なく継続処方となる。

・越後　京子様～下肢や腰痛あり適宜頓用服用している事、昨日衣類が盗まれるといった物盗られ妄想がある事を情報提供行っている。診察時は、下着がなくなったと妄想言動聞かれている。薬剤調整あり、ハロペリドールとオランザピンが中止、レキサルティ(1)1T　1×夕食後　追加となり他継続処方となる。
・沢田　秋子様～独語や妄想言動なく食事は2/3程度摂取され夜間良眠されている事、血圧高値も自覚症状ない事、本日訪問調査予定である事を情報提供行っている。診察時も不調訴え無く落ち着いて返答されている。血圧高値に関しては定期薬剤調整中で、ドキサゾシンを減量してニフェジピンを増量するやり方にしているため、これで変わりなければ他剤を検討していくとの事。
・野坂　翔様～トラブルや問題行動なく過ごされている事、6/4に計画相談との面会があり、青森市や野辺地近辺の自立訓練施設を探していく方向となった事を情報提供行っている。診察時不調や目立つ訴えなし。今後施設見学の為の外出は主治医より許可あり。変更無く継続処方となる。
・長瀬　伸也様～精神変調ない事、外泊も問題無く行えている事を情報提供行っている。診察時は外泊の際、簡単な料理をしましたと笑顔で話されている。外泊訓練行い問題無い為、自宅での退院は可能かといった事に関し、今後母様とも方向性確認の為面談実施していく予定となっている。
＜皮膚科診察情報＞
・田名部　幸子様～①昨日より左第一趾爪囲に発赤腫脹　一部剥離、疼痛（+）テラマイシン軟膏+包帯で保護の指示ありテラマイシン軟膏１本処方となる。②両手～手　発赤、腫脹ある為アズノール軟膏　１本処方となる。
・福井　宏様～デルモゾールDPクリーム2本、タベジール2T　朝夕食後7日分処方。
・川村　貞子様～テルビナフィン塩酸塩クリーム、テルビナフィン外用液各１本処方。
　　　　　　　　毎週でなくて良いと指示があるため第3週目診察となる。
・竹林　幹彦様～特変無く、毎週でなくて良いと指示があるため第４週目診察となる。
・藪　真弓様～左第三指爪囲に発赤、腫脹、びらん、疼痛ある為

　　　　　　　テラマイシン軟膏+包帯にて保護の指示あり。

　　　　　　　テラマイシン軟膏1本処方となっている。
・古舘　正行様～足の爪切りを実施しています。
＜深澤Dr.退院支援委員会＞
・山本　久美子様～施設入所で検討中。精神症状安定し次第、調整を行っていく。
・竹林　幹彦様～本人は自宅、家族は施設入所で検討中。要介護1の診断ありPSWより南山苑を提案させて頂いている。

・中山　真由美様～本人は自宅、家族は施設希望。環境変化に対し本人の拒否が強く退院支援が滞っている状況。引き続き本人とも相談しながら退院支援を進めていく。

・磯島　武弘様～医療観察法の再入院申し立て中となっている。
・金山　辰巳様～施設入所の方向性。粗暴性や介入への抵抗が強く入所可能な施設の検討が困難な状況。
＜転入患者様情報＞
①七戸　康徳様　
・受け持ち：榊Nｓ

・詳細はサマリー参照。

